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新しい年(２０２３年)が明けまし
た。昨年は，本校及び子供たちの
ためにご理解とご協力を賜り誠に
ありがとうございました。今年もどう
ぞ，よろしくお願いいたします。
３学期始業式前日，開聞岳から
昇る美しい朝日に向かって，「別府っ子がそれぞれの夢や目
標を目指して，「うさぎ」のように大きく飛躍できますように」と，
願いを込めました。
１月１0日（火）には，３学期の始業式を行いました。子供たちが元

気な顔で学校に戻ってきたことを大変うれしく思いました。どの顔も，
楽しかった冬休みの充実感と「３学期も頑張るぞ」というやる気にあふ
れていました。この子供たちのやる気に応えるべく，「私たち教職員
も，さらなる努力と精進を重ねていこう。」と気持ちを新たにしていると
ころです。
３学期は１年を締めくくりと準備のための大切な学期です。１年間の
仕上げとして，それぞれの学年で身につけるべき力を定着させ，新し
い学年にむけての準備をしっかりと進めていかなければなりません。
そのため，３学期は，「０学期」とも言われます。始業式でも，子供たち
に「０学期」の話をし，一人一人が新しい学年への準備を意識して，
学校生活を過ごしていくよう自覚を促しました。そして，私たち教職員
も，このことを肝に銘じて，子供たちと向き合いながら，１日１日の教育
活動や１時間１時間の授業を大事にしてまいります。
光り輝く別府の子供たち全員が，１年間のゴール到達の喜びを味わ
い自分の確かな成長をしっかりと実感できるように，全職員で力を合
わせ諸教育活動に邁進する所存です。３学期も，保護者・地域の皆
様のこれまでと変わらぬ温かいご支援・ご協力をよろしくお願いいたし
ます。

２月の主な行事予定
１日（水）学力向上強調月間

家庭学習強調週間（～９日）
２日（木）第２回スクールゾーン委員会
４日（土）県ＰＴＡ研究委嘱公開(指宿市)
６日（月）第５回小中合同研修会

１０日（金）新１年生標準服採寸（体育館）
１１日（土）建国記念の日
１３日（月）学校開放週間（～１７日）
１５日（水）新１年生入学説明会
１６日（木）家庭教育学級閉級式
１７日（金）市民あいさつ運動（本校）
１８日（土）青少年育成の日
１９日（日）家庭の日
２０日（月）第４回ＰＴＡ代議員会
２１日（火）第３回青少年地域育成懇談会
２３日（木）天皇誕生日 子ども読書の日

〈第６６回全国学芸サイエンスコンクール〉
努力賞 ２年
〈枕崎市総合文化祭 美術の部〉
金賞 １年
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〈南日本ジュニア美術展〉
特選 １年
入選 １年

３年
〈まくらざき「海」の作品展〉
市長賞 １年
教育長賞４年
枕崎水産加工業協同組合賞 １年
銀賞 ４年
入選 １年
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実りある３学期に
令和５年１月10日（火），３学期がスタートしま

した。当日は２年生と５年生の児童が新年に向け
た目標を発表してくれました。３学期は，今の学
年のまとめと中学校進学や次の学年に向けた準備
をする大切な学期です。これまで以上に学習や運
動に取り組んでほしいと思います。
３学期も引き続き,新型コロナウイルスへの対策

をしながら学校教育活動の充実に取り組んでまい
りますので，今後とも保護者や地域の皆様の御理
解と御協力をよろしくお願いいたします。

新型コロナ・インフルエンザに細心の注意を！！
終わりが見えない新型コロナの第８波。いま

「新型コロナ」と「インフルエンザ」の同時流
行というこれまで経験したことがない状況が起
こっています。
今後も新型コロナやインフルエンザの感染・

拡大を防ぐために，御家庭でも手洗いやうがい
等を感染対策の徹底をお願いします。

一家は習慣の学校なり，父母は習慣の教師なり
「一家は習慣の学校なり，父母は習慣の教師

なり」という言葉があります。これは福沢諭吉
の言葉です。諭吉は家族の団らんの中で，父母
の言行から自然に感化されるうちに良き習慣が
身に付くことを期待して，家庭の役割と責任の
大きさを繰り返し説いています。福沢諭吉は，
この言葉の後に「教うるより習いという諺があ
り。けだし，習慣の力は教授の力よりも強大で
ある。」とも述べています。
つまり，家庭で学ぶことが，学校で教わるこ

とよりも大事であり，子供たちがよい生活習慣
を身につけるのは家庭であって，そのモデルは
親であるということです。
「早寝 早起き 朝ごはん」，「あいさつ・返

事」，「はきものをそろえる」など，まさに家庭
での習慣形成が大切です。各御家庭におかれま
してもこれからも継続して，お子さんの実態に
応じた習慣化への取組を進めていただけたらと
思います。


